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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 2月 4日 (2004.2.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
中 枠 (B)の 前 面 側 に 配 設 さ れ た 上 球 皿 (D)の パ チ ン コ 球 を 、 球 送 り 装 置 (G)の 球 送 り 作 動 に
基 づ き 打 球 発 射 装 置 (F)に 供 給 す る パ チ ン コ 遊 技 機 に お い て 、

前 記 上 球 皿 (D)の 裏 側 に 取 付 け た 種 々 の 導 電 部 材 (53,55,56)同 士 を 相 互 連 結 し 、 こ れ ら 導
電 部 材 (53,55,56)と 前 記 球 送 り 装 置 (G)と の 電 気 的 導 通 を 図 、
前 記 上 球 皿 (D)、 球 送 り 装 置 (G)お よ び 導 電 部 材 (53,55,56)に 帯 電 し た 静 電 気 を 、

前 記 ア ー ス 部 (131)へ 放 電 さ せ 得 る よ う 構 成 し た
こ と を 特 徴 と す る パ チ ン コ 遊 技 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 中 枠 (B)に 設 け た 上 球 皿 用 連 結 金 具 (42)に 枢 支 可 能 な 開 閉 連 結 金 具 (53)が 導 電 部 材 で
あ り 、 前 記 中 枠 (B)に 設 け た 施 錠 金 具 (30)に 係 脱 可 能 に 係 合 す る 鍵 受 金 具 (55)が 導 電 部 材
で あ り 、 前 記 開 閉 連 結 金 具 (53)と 上 球 皿 用 連 結 金 具 (42)と の 接 触 お よ び ／ ま た は 前 記 鍵 受
金 具 (55)と 施 錠 金 具 (30)と の 接 触 に よ り 、 前 記 上 球 皿 (D)、 球 送 り 装 置 (G)お よ び 導 電 部 材
(56)と 、 前 記 中 枠 (B)と の 電 気 的 導 通 が 図 ら れ て い る 請 求 項 記 載 の パ チ ン コ 遊 技 機 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 上 球 皿 (D)の 皿 本 体 (51)に 配 設 し た 球 流 し 部 材 (57)を 、 導 電 性 部 材 か ら 形 成 す る と 共
に 前 記 導 電 部 材 (53,55,56)と の 電 気 的 導 通 を 図 り 、
前 記 皿 本 体 (51)に 貯 留 さ れ た パ チ ン コ 球 が 前 記 球 流 し 部 材 (57)に 接 触 す る こ と で 、 該 パ チ
ン コ 球 に 帯 電 し て い た 静 電 気 を 、 前 記 導 電 部 材 (53,55,56) を 介 し て 前
記 ア ー ス 部 (131)へ 放 電 す る よ う に な っ て い る 請 求 項 １ 記 載 の パ チ ン コ 遊 技 機 。
【 請 求 項 ４ 】
発 射 レ ー ル (36)を 前 記 中 枠 (B)の 前 面 に 固 定 す る 発 射 レ ー ル 基 板 (39)と 、 該 発 射 レ ー ル (36
)の 前 端 側 に お い て 前 記 中 枠 (B)の 前 面 に 取 着 さ れ る フ ァ ー ル 球 回 収 路 部 材 (33)と を 導 電 性
部 材 か ら 形 成 す る と 共 に 、 両 部 材 (39,33)と ア ー ス 部 (131)と の 電 気 的 導 通 を 図 り 、
前 記 発 射 レ ー ル (36)、 発 射 レ ー ル 基 板 (39)お よ び フ ァ ー ル 球 回 収 路 部 材 (33)に 帯 電 し た 静
電 気 を 、 前 記 ア ー ス 部 (131)へ 放 電 さ せ 得 る よ う 構 成 し た 請 求 項 １ ～ の 何 れ か に 記 載 の
パ チ ン コ 遊 技 機 。

前 記 中 枠 (B)を 導 電 性 部 材 で 形 成 し て ア ー ス 部 (131)と の 電 気 的 導 通 を 図 り 、

前 記 中 枠 (B)お よ び り
前 記 中 枠

(B)を 通 し て

１

お よ び 前 記 中 枠 (B)
ま た は ２

３



【 請 求 項 ５ 】
前 記 ア ー ス 部 (131)は 、 当 該 遊 技 機 の 電 源 基 板 で あ る 請 求 項 １ ～ の 何 れ か に 記 載 の パ チ
ン コ 遊 技 機 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ こ で 前 記 上 球 皿 Ｄ で は 、 当 該 上 球 皿 Ｄ を 構 成 す る 殆 ど の 構 成 部 材 が 合 成 樹 脂 製 の 成 形 部
品 で あ る か ら 、 前 記 球 払 出 装 置 Ｊ １ ,Ｊ ２ か ら 払 出 さ れ た パ チ ン コ 球 に 帯 電 し て い た 外 部
静 電 気 や 、 皿 内 で の 球 同 士 の 接 触 ま た は 球 と 前 記 構 成 部 材 と の 接 触 等 に よ り 発 生 す る 内 部
静 電 気 を 帯 電 し 易 く な っ て い る 。
そ こ で 、 上 球 皿 Ｄ に 対 す る 静 電 気 対 策 と し て 、

上 球 皿 Ｄ の 本 体 と 該 本 体 を 中 枠 Ｂ に 取 付 け る 取 付 基 板 (図 示 せ ず )と を 、 マ グ ネ シ ウ ム
合 金 に よ り 成 形 す る 。

上 球 皿 Ｄ の 球 流 し 部 (球 貯 留 部 )を 導 電 性 ナ イ ロ ン で 構 成 す る 。
上 球 皿 Ｄ の 球 流 し 部 に 配 設 し た 球 流 し 金 具 に ア ー ス 線 の 一 端 を 接 続 し 、 該 ア ー ス 線 の

他 端 を 適 宜 導 電 性 部 材 に 接 続 し て 、 前 記 球 流 し 金 具 に 帯 電 し た 静 電 気 の 放 電 を 図 る 。
等 の 提 案 が な さ れ て い た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
し か し な が ら 前 述 し た お よ び の 静 電 気 対 策 で は 、 上 球 皿 Ｄ に 帯 電 し た 静 電 気 を ど こ
に 放 電 さ せ る か と い う 問 題 を 内 在 し て い た 。 ま た 、 前 述 し た の 静 電 気 対 策 で は 、 ア ー
ス 線 の 面 倒 な 配 作 業 を 要 す る う え に 、 上 球 皿 Ｄ の 開 閉 時 に 誤 っ て 該 ア ー ス 線 を 挟 ん で 断
線 さ せ る 不 都 合 等 を 内 在 し て い た 。 す な わ ち 従 来 の パ チ ン コ 遊 技 機 Ｐ で は 、 上 球 皿 Ｄ に 対
す る 適 切 な 静 電 気 対 策 が 施 さ れ て お ら ず 、 各 遊 技 球 が 静 電 気 を 帯 電 し た ま ま 球 送 り 装 置 Ｇ
を 通 っ て 発 射 位 置 Ｓ へ 送 り 込 ま れ 、 該 球 送 り 装 置 Ｇ の 誤 作 動 等 を 招 来 し て い た 。 ま た 前 記
球 流 し 部 の 表 面 に 、 静 電 気 に よ る 塵 埃 や 煙 草 の ヤ ニ 等 が 付 着 す る よ う に な り 、 汚 れ が 目 立
っ て 美 観 を 損 な う と 共 に 球 流 れ 不 良 を 起 こ す 不 都 合 も あ っ た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
更 に は 、 打 球 力 不 足 等 に よ り 、 静 電 気 を 帯 電 し て い る 遊 技 球 が フ ァ ー ル 球 と な っ た 場 合 に
は 、 該 フ ァ ー ル 球 が 静 電 気 を 帯 電 し た ま ま フ ァ ー ル 球 回 収 路 を 通 っ て 下 球 皿 Ｅ へ 回 収 さ れ
る よ う に な り 、 該 下 球 皿 Ｅ が 静 電 気 を 帯 電 す る 不 都 合 が 生 じ て い た 。 し か も 、 フ ァ ー ル 球
が 前 記 案 内 レ ー ル ７ ９ に 接 触 し な が ら 移 動 す に 新 た な 内 部 静 電 気 が 発 生 す る か ら 、 各
フ ァ ー ル 球 は 静 電 気 の 帯 電 量 を 更 に 増 加 し た 状 態 で 回 収 さ れ る よ う に な る 。 こ の た め 、 下
球 皿 Ｆ に 回 収 さ れ た 遊 技 球 に 触 れ た 遊 技 者 に 不 快 感 を 与 え る 不 都 合 が あ っ た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 述 し た 課 題 を 克 服 し 、 所 期 の 目 的 を 好 適 に 達 成 す る た め 本 発 明 は 、 中 枠 の 前 面 側 に 配 設
さ れ た 上 球 皿 の パ チ ン コ 球 を 、 球 送 り 装 置 の 球 送 り 作 動 に 基 づ き 打 球 発 射 装 置 に 供 給 す る
パ チ ン コ 遊 技 機 に お い て 、

前 記 上 球 皿 の 裏 側 に 取 付 け た 種 々 の 導 電 部 材 同 士 を 相 互 連 結 し 、 こ れ ら 導 電 部 材 と
前 記 球 送 り 装 置 と の 電 気 的 導 通 を 図 、

前 記 上 球 皿 、 球 送 り 装 置 お よ び 導 電 部 材 に 帯 電 し た 静 電 気 を 、 前 記 ア ー
ス 部 へ 放 電 さ せ 得 る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 作 用 】
上 球 皿 に 取 付 け た 種 々 の 導 電 部 材 お よ び 球 送 り 装 置 と を 相 互 連 結 す る と 共 に 、 該 導 電 部 材
と ア ー ス 部 と の 電 気 的 導 通 を 図 っ た こ と で 、 機 裏 側 の 球 払 出 装 置 か ら 払 出 さ れ た パ チ ン コ
球 が 静 電 気 を 帯 電 し て い た 場 合 は 、 該 パ チ ン コ 球 が 上 球 皿 に 給 出 さ れ た 時 点 で 該 静 電 気 を
ア ー ス 部 へ 放 電 さ せ る 一 方 、 球 送 り 装 置 を 通 過 す る 際 に 発 生 す る 静 電 気 も 前 記 ア ー ス 部 へ
適 切 に 放 電 さ せ る 。 し か も 中 枠 を 導 電 性 部 材 か ら 構 成 し た も と で 、 該 中 枠 と 前 記 導 電 部 材
と の 電 気 的 導 通 を 図 る と 共 に 該 中 枠 と 前 記 ア ー ス 部 と の 電 気 的 導 通 を 図 、 上
球 皿 に 帯 電 し た 静 電 気 は 中 枠 を 通 っ て ゆ っ く り と ア ー ス 部 へ 放 電 さ れ る よ う に な り 、 該 静
電 気 が 一 気 に 流 れ る こ と に よ る 複 写 ノ イ ズ の 発 生 が 抑 制 さ れ る 。 そ し て 上 球 皿 と 中 枠 と は
、 中 枠 側 の 上 球 皿 用 連 結 金 具 と 上 球 皿 側 の 開 閉 連 結 金 具 と の 接 触 お よ び ／ ま た は 中 枠 側 の
施 錠 金 具 と 中 枠 側 の 鍵 受 金 具 と の 接 触 に よ り 電 気 的 導 通 が 図 ら れ 、 上 球 皿 に 帯 電 し た 静 電
気 を 中 枠 へ 確 実 か つ 適 切 に 流 し 得 る 。 し か も 、 皿 本 体 に 配 設 し た 球 流 し 部 材 と 前 記 導 電 部
材 と の 電 気 的 導 通 を 図 れ 、 球 払 出 装 置 か ら 払 出 さ れ て 上 球 皿 に 給 出 さ れ た パ チ ン コ 球 に
帯 電 し て い る 静 電 気 を ア ー ス 部 へ 確 実 に 放 電 さ せ 得 る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
一 方 、 前 記 保 持 枠 ２ ２ に お い て は 、 図 ４ 、 図 ５ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 窓 枠 口 ２ １ の 下
部 内 側 に 位 置 す る 遊 技 補 助 盤 ３ １ が 一 体 成 形 さ れ て お り 、 こ の 遊 技 補 助 盤 ３ １ の 上 端 縁 を
基 準 に し て 前 記 セ ッ ト 口 ２ ３ が 開 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 遊 技 補 助 盤 ３ １ の 正 面 左 上 に 遊
技 球 用 の 球 給 出 口 ３ ２ が 開 設 さ れ る 一 方 、 該 遊 技 補 助 盤 ３ １ の 前 面 側 に 、 フ ァ ー ル 球 回 収
路 部 材 ３ ３ 、 ス ピ ー カ ３ ４ を 内 蔵 し た ス ピ ー カ ケ ー ス ３ ５ お よ び 発 射 レ ー ル ３ ６ 等 が 取 着
さ れ る 、 前 記 遊 技 補 助 盤 ３ １ の 裏 面 側 に は 、 ア ウ ト 路 ３ ７ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 前
記 機 構 セ ッ ト 盤 Ｈ が 当 接 す る 裏 当 て 板 ３ ８ が 取 着 さ れ る よ う に な っ て い る (図 ６ )。 な お 、
前 記 フ ァ ー ル 球 回 収 路 部 材 ３ ３ お よ び ス ピ ー カ ケ ー ス ３ ５ は 、 カ ー ボ ン チ ッ プ 入 り の Ａ Ｂ
Ｓ 材 か ら 所 要 形 状 に 一 体 成 形 さ れ て 導 電 性 を 有 し て お り 、 中 枠 Ｂ (保 持 枠 ２ ２ )に 直 接 取 着
す る こ と で 該 中 枠 Ｂ と の 電 気 的 導 通 が 図 ら れ て い る 。 ま た 、 前 記 発 射 レ ー ル ３ ６ を 前 記 中
枠 Ｂ (保 持 枠 ２ ２ )に 取 着 す る た め の 樹 脂 部 品 ３ ９ も 、 カ ー ボ ン チ ッ プ 入 り の ポ リ プ ロ ピ レ
ン (以 下 「 Ｐ Ｐ 」 )材 か ら 所 要 形 状 に 成 形 さ れ て 導 電 性 を 有 し て お り 、 中 枠 Ｂ (保 持 枠 ２ ２ )
に 直 接 取 着 す る こ と で 該 中 枠 Ｂ と の 電 気 的 導 通 が 図 ら れ て い る 。 更 に 前 記 裏 当 て 板 ３ ８ は
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、 カ ー ボ ン チ ッ プ 入 り の Ｐ Ｐ 材 か ら 所 要 形 状 に 一 体 成 形 さ れ て 導 電 性 を 有 し て お り 、 球 給
出 口 ３ ２ に 整 合 す る 開 口 部 ４ ４ 等 が 設 け ら れ て い る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
(上 球 皿 )
前 記 上 球 皿 Ｄ は 、 図 ４ 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 方 形 の セ ッ ト 盤 部 ５ ０ と 一 体
に 成 形 し た 皿 本 体 ５ １ と 、 横 長 ラ ウ ン ド 形 状 の 外 郭 体 ５ ２ 等 、 帯 電 防 止 剤 入 り の Ａ Ｂ Ｓ 材
等 か ら 成 形 し た 複 数 の 樹 脂 成 形 部 材 を 組 み 合 わ せ て ユ ニ ッ ト 化 さ れ 、 前 記 セ ッ ト 盤 部 ５ ０
の 裏 側 に 取 着 し た 上 の 開 閉 連 結 金 具 (導 電 部 材 )５ ３ お よ び 下 の 開 閉 連 結 金 具 ５ ４ を 中 枠 Ｂ
の 左 端 に 固 定 し た 上 ・ 下 の 上 球 皿 用 連 結 金 具 ４ ２ ,４ ３ に 係 合 さ せ る こ と で 、 該 中 枠 Ｂ に
お け る 窓 枠 口 ２ １ の 内 側 下 部 (遊 技 補 助 盤 ３ １ の 前 側 )に 着 脱 お よ び 横 開 き が 可 能 に 組 付 け
ら れ る 。 ま た 前 記 セ ッ ト 盤 部 ５ ０ の 裏 側 に は 、 前 記 第 ３ ロ ッ ク 金 具 ３ ０ が 係 脱 可 能 に 係 止
す る 上 球 皿 鍵 受 金 具 (導 電 部 材 )５ ５ 、 不 正 行 為 を 目 的 と し た 異 物 侵 入 阻 止 を 図 る 防 犯 金 属
板 (導 電 部 材 )５ ６ お よ び 球 送 り 装 置 Ｇ 等 が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 前 記 皿 本 体 ５ １ に お け る
球 収 容 部 の 球 受 面 に は 、 貯 留 球 の 円 滑 な 流 動 を 図 る た め の 球 流 し 金 具 (球 流 し 部 材 )５ ７ が
敷 設 さ れ て い る 。 そ し て 前 記 中 枠 Ｂ に 閉 成 し た 際 に は 、 前 記 遊 技 補 助 盤 ３ １ の 前 側 に 整 合
す る と 共 に 、 前 記 下 球 皿 Ｅ に お け る 外 郭 体 ４ ７ の 上 面 に 載 置 さ れ た 状 態 で 整 合 セ ッ ト さ れ
、 ま た 前 記 第 ３ ロ ッ ク 金 具 ３ ０ と 上 球 皿 鍵 受 金 具 ５ ５ と が 係 合 す る 。 な お 前 記 球 送 り 装 置
Ｇ の 樹 脂 ケ ー ス は 、 導 電 性 カ ー ボ ン 質 材 料 を 複 合 化 し た Ａ Ｂ Ｓ 材 等 か ら 一 体 成 形 さ れ て 導
電 性 を 有 し て い る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 前 記 下 本 体 ９ ０ Ｂ は 、 球 払 出 路 １ ０ ５ の 構 成 基 盤 と さ れ て 該 払 出 路 １ ０ ５ の 一 部 が 一
体 的 に 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 球 払 出 装 置 Ｊ １ ,Ｊ ２ 、 前 記 主 制 御 装
置 １ ２ ２ 、 払 出 制 御 装 置 １ ２ ３ 、 電 源 分 配 基 板 １ ２ ４ お よ び イ ン タ ー フ ェ ー ス ボ ー ド １ ２
５ の 設 置 基 盤 を 兼 用 し て い る 。 前 記 球 払 出 路 １ ０ ５ は 、 下 本 体 ９ ０ Ｂ の 背 面 側 (図 １ ４ に
お い て 手 前 側 )に 設 け ら れ て 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 球 払 出 装 置 Ｊ １ ,Ｊ ２ の 下 方 か ら 前 記 球 給
出 口 ３ ２ に 整 合 す る 球 通 口 １ ０ ８ ま で 延 在 す る 上 球 払 出 路 １ ０ ６ と 、 下 本 体 ９ ０ Ｂ の 前 面
側 (図 １ ４ に お い て 裏 側 )に 設 け ら れ て 前 記 球 通 口 １ ０ ８ か ら 下 球 皿 Ｅ ま で 延 在 す る 下 球 払
出 路 １ ０ ７ と か ら な り (図 ５ )、 前 記 上 球 払 出 路 １ ０ ６ 下 流 の 前 記 球 通 口 １ ０ ８ に 臨 む 部 位
に 球 受 部 材 １ １ １ が 装 着 さ れ る と 共 に 、 球 案 内 部 材 １ １ ９ を 組 付 け た 球 払 出 路 部 材 １ ０ ９
が 上 球 払 出 路 １ ０ ６ に 臨 む よ う に 装 着 さ れ る 一 方 、 裏 金 属 板 １ １ ０ が 下 球 払 出 路 １ ０ ７ に
臨 む よ う に 装 着 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 球 払 出 路 部 材 １ ０ ９ は カ ー ボ ン チ ッ プ
入 り の Ａ Ｂ Ｓ 材 、 球 案 内 部 材 １ １ ９ お よ び 球 受 部 材 １ １ １ は 夫 々 が カ ー ボ ン チ ッ プ 入 り の
Ｐ Ｐ 材 か ら 成 形 さ れ 、 夫 々 の 部 材 １ ０ ９ ,１ １ ９ ,１ １ １ が 導 電 性 を 有 し て い る 。 ま た 、 満
タ ン レ バ ー １ １ ３ お よ び 満 タ ン ス イ ッ チ ホ ル ダ １ １ ４ は Ｐ Ｏ Ｍ (ポ リ ア セ タ ー ル )か ら 成 形
さ れ 、 セ ー フ 球 払 出 装 置 を 覆 蓋 す る カ バ ー 板 １ １ ５ は 帯 電 防 止 剤 入 り の Ｐ Ｃ 材 か ら 成 形 さ
れ て い る 。 更 に 、 前 記 電 源 分 配 基 板 １ ２ ４ 用 の 基 板 ベ ー ス 部 材 １ １ ２ は 帯 電 防 止 入 り の
Ａ Ｂ Ｓ 材 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ボ ー ド １ ２ ５ の ボ ー ド ケ ー ス １ １ ８ は 帯 電 防 止 剤 入 り の Ｐ Ｃ
か ら 成 形 さ れ て い る 。 一 方 、 前 記 第 １ 球 払 出 装 置 Ｊ １ お よ び 第 ２ 球 払 出 装 置 Ｊ ２ は 基 本 的
に 同 タ イ プ の も の が 実 施 さ れ 、 両 装 置 Ｊ １ ,Ｊ ２ の ケ ー ス 部 材 は 、 カ ー ボ ン チ ッ プ 入 り の
Ｐ Ｃ 材 か ら 成 形 さ れ て 導 電 性 を 有 し て い る 。
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【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
(中 枠 の ア ー ス 態 様 )
前 記 中 枠 Ｂ は 、 前 述 し た よ う に 、 導 電 入 り の Ａ Ｂ Ｓ 材 か ら 全 体 が 一 体 成 形 さ れ て い る の
で 該 中 枠 Ｂ 全 体 が 導 電 性 を 有 し て お り 、 ま た 遊 技 補 助 盤 ３ １ の 裏 側 に 取 着 さ れ る 前 記 裏 当
て 板 ３ ８ も 導 電 性 を 有 し て い る の で 、 両 者 Ｂ ,３ ８ は 電 気 的 導 通 が 図 ら れ て い る 。 ま た 、
前 記 樹 脂 部 品 ３ ９ お よ び 該 部 品 ３ ９ に 固 定 し た 発 射 レ ー ル ３ ６ 、 前 記 フ ァ ー ル 球 回 収 路 部
材 ３ ３ 、 前 記 ス ピ ー カ ケ ー ス ３ ５ も 導 電 性 を 有 し て い る の で 、 中 枠 Ｂ に お け る 保 持 枠 ２ ２
の 遊 技 補 助 盤 ３ １ に 取 着 さ れ た 前 記 各 部 材 ３ ９ ,３ ６ ,３ ３ ,３ ５ と 該 中 枠 Ｂ と は 電 気 的 導
通 が 図 ら れ て い る 。 こ の も と で 実 施 例 の 中 枠 Ｂ は 、 図 ２ お よ び 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 前 記
枠 体 ２ ０ の 背 面 右 下 部 位 に 、 前 記 電 源 基 板 １ ３ １ の 第 １ ア ー ス 用 コ ネ ク タ １ ４ ０ に 差 込 接
続 さ れ る 第 １ コ ネ ク タ １ ４ ２ に 端 部 接 続 さ れ た 第 ６ ア ー ス 線 (導 電 部 材 )１ ５ ６ の 他 端 が 端
部 接 続 さ れ 、 こ の 第 １ コ ネ ク タ １ ４ ２ を 前 記 第 １ ア ー ス 用 コ ネ ク タ １ ４ ０ に 差 込 接 続 す る
こ と で 、 中 枠 Ｂ と 第 １ ア ー ス 用 コ ネ ク タ １ ４ ０ の １ 番 ピ ン １ ４ ０ ａ と の 電 気 的 な 導 通 が 図
ら れ て 、 該 中 枠 Ｂ に 帯 電 さ れ た 静 電 気 は 第 ６ ア ー ス 線 １ ５ ６ を 介 し て 前 記 １ 番 ピ ン １ ４ ０
ａ へ 流 れ る よ う に な っ て い る 。 一 方 、 中 枠 Ｂ の 背 面 に 取 着 さ れ た 前 記 裏 当 て 板 ３ ８ の 右 下
部 位 に 、 前 記 イ ン タ ー フ ェ ー ス ボ ー ド １ ２ ５ に お け る コ ネ ク タ １ ４ ５ の １ 番 ピ ン に 端 部 接
続 さ れ る 第 ７ ア ー ス 線 １ ５ ７ の 他 端 が 端 部 接 続 さ れ 、 前 記 中 枠 Ｂ に 帯 電 さ れ た 静 電 気 の 一
部 が こ の 第 ７ ア ー ス 線 １ ５ ７ お よ び イ ン タ ー フ ェ ー ス ボ ー ド １ ２ ５ を 介 し て 前 記 球 貸 し ユ
ニ ッ ト Ｋ へ 流 れ る よ う に な り 、 当 該 パ チ ン コ 遊 技 機 Ｐ と 球 貸 し ユ ニ ッ ト Ｋ 間 の 電 位 が 同 一
と な る よ う に 考 慮 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
更 に 、 下 球 払 出 路 １ ０ ７ の 壁 部 を 構 成 す る 前 記 裏 金 属 板 １ １ ０ は 、 機 構 セ ッ ト 盤 Ｈ を 前 記
中 枠 Ｂ (保 持 枠 ２ ２ )に 取 着 し た 際 に 、 前 記 裏 当 て 板 ３ ８ に 接 触 す る よ う に な っ て お り 、 従
っ て 該 裏 金 属 板 １ １ ０ と 中 枠 Ｂ と の 電 気 的 な 導 通 が 図 ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 前 記 裏 金
属 板 １ １ ０ に 帯 電 し た 静 電 気 は 、 裏 当 て 板 ３ ８ お よ び 中 枠 Ｂ へ 流 れ た 後 、 前 ６ ア ー ス
線 １ ５ ６ を 介 し て 第 １ ア ー ス 用 コ ネ ク タ １ ４ ０ の １ 番 ピ ン １ ４ ０ ａ へ 流 れ る よ う に な っ て
い る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ の よ う に 本 実 施 例 の パ チ ン コ 遊 技 機 Ｐ で は 、 該 遊 技 機 Ｐ を 構 成 す る 中 枠 Ｂ 、 前 枠 Ｃ 、 上
球 皿 Ｄ 、 下 球 皿 Ｅ 、 遊 技 盤 Ｉ 、 機 構 セ ッ ト 盤 Ｈ 等 の 構 成 部 材 と 、 こ れ ら 各 構 成 部 材 Ｂ ,Ｃ ,
Ｄ ,Ｅ ,Ｉ ,Ｈ に 配 設 さ れ る 各 種 の 付 属 部 材 や 部 品 を 、 導 電 剤 入 り の 合 成 樹 脂 材 お よ び ／ ま
た は 帯 電 防 止 剤 入 り の 合 成 樹 脂 材 か ら 成 形 す る 一 方 、 こ れ ら 各 部 材 を 成 形 金 具 や 金 属 板 お
よ び ア ー ス 線 等 の 導 電 性 を 有 す る 部 材 を 介 し て 、 裏 カ バ ー 部 材 １ ２ ０ に 設 置 し た 前 記 電 源
基 板 １ ３ １ へ 集 約 的 に 接 続 し 、 該 電 源 基 板 １ ３ １ か ら 機 外 ま た は 当 該 遊 技 機 Ｐ の 電 源 (Ａ
Ｃ ２ ４ Ｖ )へ ア ー ス す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 殊 に 、 球 補 給 設 備 か ら 補 給 さ れ る パ チ ン
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コ 球 が 帯 電 し て い る 外 部 静 電 気 は 基 本 的 に 外 部 (島 設 備 等 )へ ア ー ス す る 一 方 、 当 該 パ チ ン
コ 遊 技 機 Ｐ 内 で 発 生 し た 内 部 静 電 気 は 当 該 遊 技 機 Ｐ の 電 源 (Ａ Ｃ ２ ４ Ｖ )ま た は 外 部 へ 適 宜
ア ー ス す る よ う に な る か ら 、 前 記 各 構 成 部 材 Ｂ ,Ｃ ,Ｄ ,Ｅ ,Ｉ ,Ｈ お よ び 付 属 部 材 ・ 部 品 に
静 電 気 が 帯 電 す る こ と を 好 適 に 防 止 し て 効 率 的 な ア ー ス 対 策 を 図 る こ と が 可 能 と な り 、 こ
れ に よ り 静 電 気 を 原 因 と し た ノ イ ズ 発 生 お よ 器 の 誤 動 作 、 故 障 等 を 好 適 に 回 避 し 得 る
。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
そ し て 実 施 例 の パ チ ン コ 遊 技 機 Ｐ で は 、 前 記 上 球 皿 Ｅ の セ ッ ト 盤 部 ５ ０ に 取 付 け た 導 電 性
を 有 す る 前 記 上 の 開 閉 連 結 金 具 ５ ３ 、 上 球 皿 鍵 受 金 具 ５ ５ 、 防 犯 金 属 板 ５ ６ お よ び 前 記 球
送 り 装 置 Ｇ を 相 互 連 結 し 、 前 記 上 ・ 下 の 開 閉 連 結 金 具 ５ ３ ,５ ４ と 中 枠 Ｂ の 上 球 皿 用 連 結
金 具 ４ ２ ,４ ３ と を 連 結 し て 接 触 さ せ る と 共 に 、 前 記 上 球 皿 鍵 受 金 具 ５ ５ と 第 ３ ロ ッ ク 金
具 ３ ０ と を 係 合 し て 接 触 さ せ て 中 枠 Ｂ と の 電 気 的 導 通 を 図 っ た こ と で 、 当 該 上 球 皿 Ｅ に 帯
電 し た 全 て の 静 電 気 を 、 該 中 枠 Ｂ を 通 し て 電 源 基 板 １ ３ １ へ ゆ っ く り と 放 電 さ せ る こ と が
で き る 。 ま た 、 上 球 皿 Ｅ と 中 枠 Ｂ と の 電 気 的 導 通 を 図 る ア ー ス 線 等 を 別 途 準 備 す る 必 要 が
な い か ら 、 該 ア ー ス 線 の 配 作 業 や 断 線 回 避 の た め の 取 回 し を 考 慮 す る 必 要 も な い 。 そ し
て 、 導 電 性 を 有 す る 球 流 し 金 具 ５ ７ を 防 犯 金 属 板 ５ ６ に 連 結 し た こ と で 、 球 払 出 装 置 Ｊ １
,Ｊ ２ か ら 払 出 さ れ た パ チ ン コ 球 が 静 電 気 を 帯 電 し て い た 場 合 に は 、 該 パ チ ン コ 球 が 上 球
皿 Ｅ へ 給 出 さ れ た 時 点 で 該 静 電 気 を 球 流 し 金 具 ５ ７ を 介 し て 確 実 に 放 電 さ せ 得 る 。 ま た 静
電 気 を 起 因 と し て 、 皿 本 体 ４ ６ の 表 面 に 塵 埃 や 煙 草 の ヤ ニ 等 が 付 着 す る こ と も 回 避 さ れ る
と 共 に 、 こ れ ら 塵 埃 や ヤ ニ 等 が 付 着 す る こ と に よ る 球 流 れ 不 良 や 球 詰 ま り が 防 止 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
な お 本 実 施 例 で は 、 基 本 的 に 、 パ チ ン コ 遊 技 機 Ｐ を 構 成 す る 略 全 て の 構 成 部 材 お よ び 部 品
を 、 導 電 剤 入 り の 合 成 樹 脂 材 ま た は 帯 電 防 止 入 り の 合 成 樹 脂 材 お よ び 導 電 性 を 有 す る 金
属 部 品 か ら 形 成 し た 場 合 を 例 示 し た が 、 製 造 コ ス ト 、 成 形 性 、 質 感 、 材 質 等 の 様 々 な フ ァ
ク タ ー を 考 慮 し た 場 合 、 少 な く と も 前 記 パ チ ン コ 球 が 接 触 す る 部 位 に 配 設 さ れ た 構 成 部 材
お よ び 付 属 部 材 ・ 部 品 を 、 導 電 材 お よ び ／ ま た は 帯 電 防 止 材 か ら 形 成 す る よ う に し て も よ
い 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た 如 く 、 本 発 明 に 係 る パ チ ン コ 遊 技 機 に よ れ ば 、 上 球 皿 に 取 付 け た 種 々 の 導 電
部 材 お よ び 球 送 り 装 置 と を 相 互 連 結 す る と 共 に 、 該 導 電 部 材 と ア ー ス 部 と の 電 気 的 導 通 を
図 っ た こ と で 、 機 裏 側 の 球 払 出 装 置 か ら 払 出 さ れ た パ チ ン コ 球 が 静 電 気 を 帯 電 し て い た 場
合 は 、 該 パ チ ン コ 球 が 上 球 皿 に 給 出 さ れ た 時 点 で 該 静 電 気 を ア ー ス 部 へ 放 電 さ せ 得 る 一 方
、 球 送 り 装 置 を 通 過 す る 際 に 発 生 す る 静 電 気 も 前 記 ア ー ス 部 へ 適 切 に 放 電 さ せ 得 る 。 し か
も 中 枠 を 導 電 性 部 材 か ら 構 成 し た も と で 、 該 中 枠 と 前 記 導 電 部 材 と の 電 気 的 導 通 を 図 る と
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共 に 該 中 枠 と 前 記 ア ー ス 部 と の 電 気 的 導 通 を 図 、 上 球 皿 に 帯 電 し た 静 電 気 は
中 枠 を 通 っ て ゆ っ く り と ア ー ス 部 へ 放 電 さ れ る よ う に な り 、 該 静 電 気 が 一 気 に 流 れ る こ と
に よ る 複 写 ノ イ ズ の 発 生 が 抑 制 さ れ る 利 点 が あ る 。
そ し て 上 球 皿 と 中 枠 と は 、 中 枠 側 の 上 球 皿 用 連 結 金 具 と 上 球 皿 側 の 開 閉 連 結 金 具 と の 接 触
お よ び ／ ま た は 中 枠 側 の 施 錠 金 具 と 中 枠 側 の 鍵 受 金 具 と の 接 触 に よ り 電 気 的 導 通 が 図 ら れ
る か ら 、 別 途 の ア ー ス 線 等 を 配 線 す る こ と な く 上 球 皿 に 帯 電 し た 静 電 気 を 中 枠 へ 確 実 か つ
適 切 に 移 動 さ せ 得 る 。 し か も 、 皿 本 体 に 配 設 し た 球 流 し 部 材 と 前 記 導 電 部 材 と の 電 気 的 導
通 を 図 っ て お け ば 、 球 払 出 装 置 か ら 払 出 さ れ て 上 球 皿 に 給 出 さ れ た パ チ ン コ 球 に 帯 電 し て
い る 静 電 気 を ア ー ス 部 へ 確 実 に 放 電 さ せ 得 る と 共 に 、 静 電 気 を 起 因 と し た 塵 埃 や 煙 草 の ヤ
ニ 等 の 付 着 を 好 適 に 回 避 で き る 利 点 や 、 こ れ ら 塵 埃 や ヤ ニ 等 が 付 着 す る こ と に よ る 球 流 れ
不 良 や 球 詰 ま り を 防 止 し 得 る 利 点 も あ る 。
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